
保幼小連携例（栃木県）

・幼・保で大切にしていることや指導の方法がわかったので、自分の指導に生か

したい。

・教育の場は違っても子どもを見る目は一緒で、共感できる意見がたくさんあっ

た。

（３）課程編成・指導方法の工夫

○幼・保・小の連携は、子ども同士の交流や教職員の相互理解を図るための取組が中心

となっており、課程編成の工夫にまではいたっていない場合が多い。そのため、幼児

教育センターでは平成１６年度の幼・保・小連携調査研究において、幼児期から児童

期にかけての指導計画表等の資料を作成した。地域の実態に応じた課程編成の工夫に

資するよう各幼稚園・保育所・小学校へ指導計画表を配布した。

【「指導計画表」（幼・保・小連携調査研究委員会報告書より）】
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